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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の第１
電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子
に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、
　第１電極が前記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線と、
　前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源線
と、
　前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子と、
　前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給するデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチング素子と、
　前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極とを接続するための第３スイッ
チング素子と、
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　前記第１スイッチング素子、前記第２スイッチング素子及び前記第３スイッチング素子
を制御する駆動回路と、を備え、
　前記駆動回路は、
　前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記
第２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持さ
せ、
　前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング
素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮし、
　前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前記駆動素子の
ソース電位を保持させる
　画像表示装置。
【請求項２】
　前記発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電
極であり、
　前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線から前記第
２電源線に向けて電流が流れる
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記第１スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第１スイッチング素子を制
御する信号を前記第１スイッチング素子に伝達する第１走査線と、
　前記第２スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第２スイッチング素子を制
御する信号を前記第２スイッチング素子に伝達する第２走査線と、
　前記第３スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第３スイッチング素子を制
御する信号を前記第３スイッチング素子に伝達する第３走査線とを備える
　請求項１又は請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記第１走査線と前記第２走査線とは共通の走査線である
　請求項３に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記第３電源線と前記第４電源線とは共通の電源線である
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記第３電源線と前記第４電源線とは別個の電源線である
　請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の第１
電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子
に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、
　第１電極が前記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第２電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線と、
　前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源線
と、
　前記コンデンサの第２電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子と、
　前記コンデンサの第１電極に信号電圧を供給するデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第１電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第１電極との導通及び非導通を
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切り換える第２スイッチング素子と、
　前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極とを接続するための第３スイッ
チング素子と、
　前記第１スイッチング素子、前記第２スイッチング素子及び前記第３スイッチング素子
を制御する駆動回路と、を備え、
　前記駆動回路は、
　前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記
第２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持さ
せ、
　前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング
素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮし、
　前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前記駆動素子の
ソース電位を保持させる
　画像表示装置。
【請求項８】
　前記発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電
極であり、
　前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線から前記第
２電源線に向けて電流が流れる
　請求項７に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記第１スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第１スイッチング素子を制
御する信号を前記第１スイッチング素子に伝達する第１走査線と、
　前記第２スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第２スイッチング素子を制
御する信号を前記第２スイッチング素子に伝達する第２走査線と、
　前記第３スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第３スイッチング素子を制
御する信号を前記第３スイッチング素子に伝達する第３走査線とを備える
　請求項７又は請求項８に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記第１走査線と前記第２走査線とは共通の走査線である
　請求項９に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記第３電源線と前記第４電源線とは共通の電源線である
　請求項７に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記第３電源線と前記第４電源線とは別個の電源線である
　請求項７に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　複数の画素部を有する画像表示装置であって、
　前記複数の画素部の中の隣接する第１画素部と第２画素部とは、それぞれ、
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の第１
電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子
に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、
　第１電極が前記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線と、
　前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源線
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と、
　前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子と、
　前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給するデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチング素子と、
　前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを接続するための第３スイッチ
ング素子と、
　前記第１スイッチング素子を制御する信号を前記第１スイッチング素子に伝達する第１
走査線と、
　前記第２スイッチング素子を制御する信号を前記第２スイッチング素子に伝達する第２
走査線と、
　前記第３スイッチング素子を制御する信号を前記第３スイッチング素子に伝達する第３
走査線と、を備え、
　前記画像表示装置は、
　前記第１走査線を介して前記第１スイッチング素子に接続され、前記第２走査線を介し
て前記第２スイッチング素子に接続され、前記第３走査線を介して前記第３スイッチング
素子に接続され、前記第１スイッチング素子、前記第２スイッチング素子及び前記第３ス
イッチング素子を制御する駆動回路を備え、
　前記駆動回路は、
　前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記
第２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持さ
せ、
　前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング
素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮし、
　前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前記駆動素子の
ソース電位を保持させ、
　前記第１画素部に含まれる前記第１走査線と、前記第１画素部に含まれる前記第２走査
線と、前記第２画素部に含まれる前記第３走査線とは、前記駆動回路からの共通の走査線
から分岐している
　画像表示装置。
【請求項１４】
　前記発光素子は、有機ＥＬ発光素子である
　請求項１～請求項１３のうちいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の第１
電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子
に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、
　第１電極が前記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線と、
　前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源線
と、
　前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子と、
　前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給するデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
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切り換える第２スイッチング素子と、
　前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを接続するための第３スイッチ
ング素子とを備えた画像表示装置の制御方法であって、
　前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記
第２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持さ
せる第１ステップと、
　前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング
素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮさせる
第２ステップと、
　前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前記駆動素子の
ソース電位を保持させる第３ステップと、を含む
　画像表示装置の制御方法。
【請求項１６】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の第１
電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子
に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、
　第１電極が前記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第２電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線と、
　前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源線
と、
　前記コンデンサの第２電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子と、
　前記コンデンサの第１電極に信号電圧を供給するデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第１電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第１電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチング素子と、
　前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極とを接続するための第３スイッ
チング素子とを備えた画像表示装置の制御方法であって、
　前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記
第２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持さ
せる第１ステップと、
　前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング
素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮさせる
第２ステップと、
　前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前記駆動素子の
ソース電位を保持させる第３ステップと、を含む
　画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置およびその制御方法に関し、特に電流駆動型の発光素子を用い
た画像表示装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電流駆動型の発光素子を用いた画像表示装置として、有機エレクトロルミネッセンス（
ＥＬ）素子を用いた画像表示装置が知られている。この自発光する有機ＥＬ素子を用いた
有機ＥＬ表示装置は、液晶表示装置に必要なバックライトが不要で装置の薄型化に最適で
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ある。また、視野角にも制限がないため、次世代の表示装置として実用化が期待されてい
る。また、有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子は、各発光素子の輝度がそこに流
れる電流値により制御される点で、液晶セルがそこに印加される電圧により制御されるの
とは異なる。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置では、通常、画素を構成する有機ＥＬ素子がマトリクス状に配置され
る。複数の行電極（走査線）と複数の列電極（データ線）との交点に有機ＥＬ素子を設け
、選択した行電極と複数の列電極との間にデータ信号に相当する電圧を印加するようにし
て有機ＥＬ素子を駆動するものをパッシブマトリクス型の有機ＥＬディスプレイと呼ぶ。
【０００４】
　一方、複数の走査線と複数のデータ線との交点にスイッチング薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を設け、このスイッチングＴＦＴに駆
動素子のゲートを接続し、選択した走査線を通じてこのスイッチングＴＦＴをオンさせて
信号線からデータ信号を駆動素子に入力する。この駆動素子によって有機ＥＬ素子を駆動
するものをアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置と呼ぶ。
【０００５】
　アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、各行電極（走査線）を選択している期
間のみ、それに接続された有機ＥＬ素子が発光するパッシブマトリクス型の有機ＥＬ表示
装置とは異なり、次の走査（選択）まで有機ＥＬ素子を発光させることが可能であるため
、走査線数が増大してもディスプレイの輝度減少を招くようなことはない。従って、アク
ティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、低電圧で駆動でき、低消費電力化が可能とな
る。
【０００６】
　特許文献１には、アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置における画素部の回路構
成が開示されている。
【０００７】
　図１６は、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置における画素部の回路構成
図である。同図における画素部５００は、カソードが負電源線（電圧値はＶＥＥ）に接続
された有機ＥＬ素子５０５、ドレインが正電源線（電圧値はＶＤＤ）に接続されソースが
有機ＥＬ素子５０５のアノードに接続されたｎ型薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）５０４
、ｎ型ＴＦＴ５０４のゲート－ソース間に接続されｎ型ＴＦＴ５０４のゲート電圧を保持
する容量素子５０３、有機ＥＬ素子５０５の両端子間を略同電位とする第３スイッチング
素子５０９、信号線５０６から映像信号を選択的にｎ型ＴＦＴ５０４のゲートに印加する
第１スイッチング素子５０１、及びｎ型ＴＦＴ５０４のゲート電位を所定電位に初期化す
る第２スイッチング素子５０２という簡単な回路素子により構成される。以下、画素部５
００の発光動作を説明する。
【０００８】
　まず、第２スイッチング素子５０２を、第２走査線５０８から供給される走査信号によ
りオン状態とし、参照電源線から供給される所定の電圧ＶＲＥＦをｎ型ＴＦＴ５０４のゲ
ートに印加してｎ型ＴＦＴ５０４のソース－ドレイン間電流が流れないようｎ型ＴＦＴ５
０４を初期化する（Ｓ１０１）。
【０００９】
　次に、第２スイッチング素子５０２を、第２走査線５０８から供給される走査信号によ
りオフ状態とする（Ｓ１０２）。
【００１０】
　次に、第１スイッチング素子５０１を、第１走査線５０７から供給される走査信号によ
りオン状態とし、信号線５０６から供給される信号電圧をｎ型ＴＦＴ５０４のゲートに印
加する（Ｓ１０３）。このとき、第３スイッチング素子５０９のゲートには、第１走査線
５０７が接続されており、第１スイッチング素子５０１の導通と同時に導通する。これに
よって有機ＥＬ素子５０５の端子間電圧に影響されずに、容量素子５０３には信号電圧に
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対応した電荷が蓄積される。また、第３スイッチング素子５０９が導通している間は有機
ＥＬ素子５０５に電流が流れないので、有機ＥＬ素子５０５は発光しない。
【００１１】
　次に、第３スイッチング素子５０９を、第１走査線５０７から供給される走査信号によ
りオフ状態とし、容量素子５０３に蓄積された電荷に対応する信号電流をｎ型ＴＦＴ５０
４から有機ＥＬ素子５０５へ供給する（Ｓ１０４）。このとき、有機ＥＬ素子５０５が発
光する。
【００１２】
　上述した一連の動作により、１フレーム期間において、信号線から供給される信号電圧
に対応した輝度で有機ＥＬ素子５０５が発光することになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００５－４１７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置は、信号電圧をｎ型Ｔ
ＦＴ５０４のゲートに記録した際（Ｓ１０３）に、ｎ型ＴＦＴ５０４がオン状態となり、
第３スイッチング素子５０９を介して負電源線に電流が流れ込んでしまう。この電流が、
第３スイッチング素子５０９及び負電源線の抵抗成分に流れることにより、ｎ型ＴＦＴ５
０４のソース電位が変動してしまう。つまり、容量素子５０３に保持すべき電圧が変動し
てしまう。
【００１５】
　上述したように、アモルファスＳｉに代表されるｎ型ＴＦＴによってソース接地動作す
る画素回路を構成する場合、駆動ｎ型ＴＦＴのゲート－ソース間の電圧を保持する機能を
有する容量素子の両端電極に、正確な電位を記録することが困難となる。よって、信号電
圧に対応した正確な信号電流が流れないため発光素子が正確に発光せず、結果的には映像
信号を反映した高精度な画像表示がなされない。
【００１６】
　上記課題に鑑み、本発明は、簡単な画素回路で、ｎ型駆動ＴＦＴのゲート－ソース間の
電圧を保持する静電保持容量の両端電極に、信号電圧に対応した正確な電位を記録するこ
とができる発光画素を有する画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る画像表示装置は、発光素子と、電圧
を保持するコンデンサと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電
極が前記発光素子の第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレ
イン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、前記駆
動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の第２電極に
電気的に接続された第２電源線と、前記コンデンサの第１電極の電圧値を規定する参照電
圧を供給する第３電源線と、前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を設定するための
第１スイッチング素子と、前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給するデータ線と、
一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電極
に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切
り換える第２スイッチング素子と、前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電
極とを接続するための第３スイッチング素子と、前記第１スイッチング素子、前記第２ス
イッチング素子及び前記第３スイッチング素子を制御する駆動回路とを備え、前記駆動回
路は、前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び
前記第２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保
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持させ、前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッ
チング素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮ
することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の画像表示装置およびその制御方法によれば、駆動ｎ型ＴＦＴに流れる電流は常
に発光素子経由のみとなるので、参照電源線及び信号線には流れない。よって、駆動ｎ型
ＴＦＴのゲート－ソース間の電圧を保持する機能を有する容量素子の両端電極に、正確な
電位を記録することができ、映像信号を反映した高精度な画像表示をすることが可能とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明の画像表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の実施の形態１及び２に係る画像表示装置の制御方法の動作
タイミングチャートである。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の実施の形態１及び２に係る画像表示装置の制御方法の変形
例を示す動作タイミングチャートである。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の動作フローチャートである
。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の信号電圧書き込み時に
おける画素回路の導通状態を表す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の発光時における画素回
路の導通状態を表す図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態２に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置の動作フローチャートである
。
【図８】図８は、本発明の実施の形態３に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の制御方法の動作タイミング
チャートである。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の動作フローチャートで
ある。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態３に係る表示部における発光画素の変形例を示
す回路構成及びその周辺回路との接続を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置における発光画素の制御
方法の変形例を示す動作タイミングチャートである。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の発光画素の変形例を示
す動作フローチャートである。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態２及び３を組み合わせた発光画素の回路構成及
びその周辺回路との接続を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の画像表示装置を内蔵した薄型フラットＴＶの外観図である
。
【図１６】図１６は、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置における画素部の
回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　請求項１に記載の態様の画像表示装置は、発光素子と、電圧を保持するコンデンサと、
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ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の第１電
極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子に
流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、前記駆動素子のドレイン電極の電
位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電
源線と、前記コンデンサの第１電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線と
、前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子と、
前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給するデータ線と、一方の端子が前記データ線
に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電極に電気的に接続され、前記
データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチング
素子と、前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極とを接続するための第３
スイッチング素子と、前記第１スイッチング素子、前記第２スイッチング素子及び前記第
３スイッチング素子を制御する駆動回路とを備え、前記駆動回路は、前記第３スイッチン
グ素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチング素子
をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持させ、前記信号電圧に対
応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング素子及び前記第２ス
イッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮするものである。
【００２１】
　本態様によると、前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極及び前記第２
スイッチング素子の間のノードと、を接続する第３スイッチング素子を設け、前記第３ス
イッチング素子をＯＦＦしている間に、前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに
保持させ、前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後に、前記第３ス
イッチング素子をＯＮするものである。これにより、駆動素子のソース電極と前記コンデ
ンサの第２電極とを非接続とした状態で信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに設定
できる。即ち、前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持されるのを完了する
前に、前記駆動トランジスタのソース電極から前記コンデンサに電流が流れ込むのを防止
できる。そのため、前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに正確に保持できるの
で、前記コンデンサに保持すべき電圧が変動して、映像信号を反映した発光量にて前記発
光素子が正確に発光しないことを防止できる。その結果、映像信号を反映して発光量にて
前記発光素子を正確に発光させ、映像信号を反映した高精度な画像表示を実現できる。
【００２２】
　また、請求項１に記載の態様の画像表示装置は、さらに、第２参照電圧を供給する第４
電源線と、前記コンデンサの第２電極と前記第４電源線との間に設けられた第２コンデン
サとを備え、前記第２コンデンサは、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に前記
駆動素子のソース電位を記憶するものである。
【００２３】
　本態様によると、前記コンデンサの第２電極と前記第４電源線との間に第２コンデンサ
を設け、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に前記駆動素子のソース電位を前記
第２コンデンサに記憶させる。これにより、前記第２コンデンサには定常状態における駆
動素子のソース電位を記憶させ、その後に前記第３スイッチング素子をＯＦＦにしても、
前記コンデンサの第２電極の電位が確定するので、前記駆動素子のゲート電圧が確定され
る。また、前記駆動素子のソース電位は定常状態にあるので、前記第２コンデンサは前記
駆動素子のゲート－ソース間電圧を安定させることになる。
【００２４】
　請求項２に記載の態様の画像表示装置は、請求項１記載の画像表示装置において、前記
発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電極であ
り、前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線から前記
第２電源線に向けて電流が流れるものである。
【００２５】
　本態様によると、前記駆動素子をＮ型トランジスタで構成している。
【００２６】
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　請求項３に記載の態様の画像表示装置は、請求項１または２に記載の画像表示装置にお
いて、前記第１スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第１スイッチング素子
を制御する信号を前記第１スイッチング素子に伝達する第１走査線と、前記第２スイッチ
ング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第２スイッチング素子を制御する信号を前記第
２スイッチング素子に伝達する第２走査線と、前記第３スイッチング素子と前記駆動回路
とを接続し、前記第３スイッチング素子を制御する信号を前記第３スイッチング素子に伝
達する第３走査線とを備えるものである。
【００２７】
　本態様によると、前記第１スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し前記駆動回路が
前記第１スイッチング素子を制御するのに用いる第１走査線と、前記第２スイッチング素
子と前記駆動回路とを接続し前記駆動回路が前記第１スイッチング素子を制御するのに用
いる第２走査線と、前記第３スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し前記駆動回路が
前記第１スイッチング素子を制御するのに用いる第３走査線と、を設けてもよい。
【００２８】
　請求項４に記載の態様の画像表示装置は、請求項３に記載の画像表示装置において、前
記第１走査線と前記第２走査線とは共通の走査線である。
【００２９】
　本態様によると、前記第１走査線と前記第２走査線とを共通の走査線としてもよい。こ
の場合、スイッチング素子を制御する走査線の本数を削減できるので、回路構成を簡素化
できる。
【００３０】
　請求項５に記載の態様の画像表示装置は、請求項５に記載の画像表示装置において、前
記第３電源線と前記第４電源線とは共通の電源線である。
【００３１】
　本態様によると、前記第３電源線と前記第４電源線とは共通の電源線であってもよい。
【００３２】
　請求項６に記載の態様の画像表示装置は、請求項１に記載の画像表示装置において、前
記第３電源線と前記第４電源線とは別個の電源線である。
【００３３】
　本態様によると、前記第３電源線と前記第４電源線とは別個の電源線であってもよい。
この場合、前記コンデンサの電圧調整と、前記第２コンデンサの電圧調整とが独立になさ
れるので、回路調整の自由度が向上する。
【００３４】
　また、請求項７に記載の態様の画像表示装置は、発光素子と、電圧を保持するコンデン
サと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前記発光素子の
第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光
素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、前記駆動素子のドレイン電
極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の第２電極に電気的に接続された
第２電源線と、前記コンデンサの第２電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電
源線と、前記コンデンサの第２電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素
子と、前記コンデンサの第１電極に信号電圧を供給するデータ線と、一方の端子が前記デ
ータ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第１電極に電気的に接続され
、前記データ線と前記コンデンサの第１電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッ
チング素子と、前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極とを接続するため
の第３スイッチング素子と、前記第１スイッチング素子、前記第２スイッチング素子及び
前記第３スイッチング素子を制御する駆動回路とを備え、前記駆動回路は、前記第３スイ
ッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチン
グ素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持させ、前記信号電
圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング素子及び前記
第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮするものである。
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【００３５】
　本態様によると、前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極及び前記第１
スイッチング素子の間のノードと、を接続する第３スイッチング素子を設け、前記第３ス
イッチング素子をＯＦＦしている間に、前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに
保持させ、前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後に、前記第３ス
イッチング素子をＯＮするものである。これにより、駆動素子のソース電極と前記コンデ
ンサの第２電極とを非接続とした状態で前記コンデンサに電圧を設定できる。即ち、前記
信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持されるのを完了する前に、前記駆動トラ
ンジスタのソース電極から前記コンデンサに電流が流れ込むのを防止できる。そのため、
前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに正確に保持できるので、前記コンデンサ
に保持すべき電圧が変動して、映像信号を反映して前記発光素子が発光量にて正確に発光
しないことを防止できる。その結果、映像信号を反映して発光量にて前記発光素子を正確
に発光させ、映像信号を反映した高精度な画像表示を実現できる。
【００３６】
　また、請求項７に記載の態様の画像表示装置は、さらに、第２参照電圧を供給する第４
電源線と、前記コンデンサの第２電極と前記第４電源線との間に設けられた第２コンデン
サとを備え、前記第２コンデンサは、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に前記
駆動素子のソース電位を記憶するものである。
【００３７】
　本態様によると、前記コンデンサの第２電極と前記第４電源線との間に第２コンデンサ
を設け、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に前記駆動素子のソース電位を前記
第２コンデンサに記憶させる。これにより、前記第２コンデンサには定常状態における駆
動素子のソース電位を記憶させ、その後に前記第３スイッチング素子をＯＦＦにしても、
前記コンデンサの第２電極の電位が確定するので、前記駆動素子のゲート電圧が確定され
る。また、前記駆動素子のソース電圧は定常状態にあるので、前記第２コンデンサは前記
駆動素子のゲート－ソース間電圧を安定させることになる。
【００３８】
　請求項８に記載の態様の画像表示装置は、請求項８記載の画像表示装置において、前記
発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電極であ
り、前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線から前記
第２電源線に向けて電流が流れるものである。
【００３９】
　本態様によると、前記駆動素子をＮ型トランジスタで構成している。
【００４０】
　請求項９に記載の態様の画像表示装置は、請求項７または８に記載の画像表示装置にお
いて、前記第１スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第１スイッチング素子
を制御する信号を前記第１スイッチング素子に伝達する第１走査線と、前記第２スイッチ
ング素子と前記駆動回路とを接続し、前記第２スイッチング素子を制御する信号を前記第
２スイッチング素子に伝達する第２走査線と、前記第３スイッチング素子と前記駆動回路
とを接続し、前記第３スイッチング素子を制御する信号を前記第３スイッチング素子に伝
達する第３走査線とを備えるものである。
【００４１】
　本態様によると、前記第１スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し前記駆動回路が
前記第１スイッチング素子を制御するのに用いる第１走査線と、前記第２スイッチング素
子と前記駆動回路とを接続し前記駆動回路が前記第１スイッチング素子を制御するのに用
いる第２走査線と、前記第３スイッチング素子と前記駆動回路とを接続し前記駆動回路が
前記第１スイッチング素子を制御するのに用いる第３走査線と、を設けてもよい。
【００４２】
　請求項１０に記載の態様の画像表示装置は、請求項９に記載の画像表示装置において、
前記第１走査線と前記第２走査線とは共通の走査線である。
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【００４３】
　本態様によると、前記第１走査線と前記第２走査線とを共通の走査線としてもよい。こ
の場合、スイッチング素子を制御する走査線の本数を削減できるので、回路構成を簡素化
できる。
【００４４】
　請求項１１に記載の態様の画像表示装置は、請求項７に記載の画像表示装置において、
前記第３電源線と前記第４電源線とは共通の電源線である。
【００４５】
　本態様によると、前記第３電源線と前記第４電源線とは共通の電源線であってもよい。
【００４６】
　請求項１２に記載の態様の画像表示装置は、請求項７に記載の画像表示装置において、
前記第３電源線と前記第４電源線とは別個の電源線である。
【００４７】
　本態様によると、前記第３電源線と前記第４電源線とは別個の電源線であってもよい。
この場合、前記コンデンサの電圧調整と、前記第２コンデンサの電圧調整とが独立になさ
れるので、回路調整の自由度が向上する。
【００４８】
　また、請求項１３に記載の態様の画像表示装置は、複数の画素部を有する画像表示装置
であって、前記複数の画素部の中の隣接する第１画素部と第２画素部とは、それぞれ、発
光素子と、電圧を保持するコンデンサと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続
され、ソース電極が前記発光素子の第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電
圧に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動
素子と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光素
子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデンサの第１電極の電圧値を
規定する参照電圧を供給する第３電源線と、前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を
設定するための第１スイッチング素子と、前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給す
るデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデ
ンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通
及び非導通を切り換える第２スイッチング素子と、前記発光素子の第１電極と前記コンデ
ンサの第２電極とを接続するための第３スイッチング素子と、前記第１スイッチング素子
を制御する信号を前記第１スイッチング素子に伝達する第１走査線と、前記第２スイッチ
ング素子を制御する信号を前記第２スイッチング素子に伝達する第２走査線と、前記第３
スイッチング素子を制御する信号を前記第３スイッチング素子に伝達する第３走査線とを
備え、前記画像表示装置は、前記第１走査線を介して前記第１スイッチング素子に接続さ
れ、前記第２走査線を介して前記第２スイッチング素子に接続され、前記第３走査線を介
して前記第３スイッチング素子に接続され、前記第１スイッチング素子、前記第２スイッ
チング素子及び前記第３スイッチング素子を制御する駆動回路を備え、前記駆動回路は、
前記第３スイッチング素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記第
２スイッチング素子をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持させ
、前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング
素子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮし、前
記第１画素部に含まれる前記第１走査線と、前記第１画素部に含まれる前記第２走査線と
、前記第２画素部に含まれる前記第３走査線とは、前記駆動回路からの共通の走査線から
分岐している。
【００４９】
　本態様によると、隣接する画素部間で走査線を共用することにより、スイッチング素子
を制御する走査線の本数を削減できるので、画像表示装置としての回路構成を簡略化でき
、また、前記走査線を介してスイッチング素子を制御する駆動回路を簡素化できる。
【００５０】
　また、請求項１３に記載の態様の画像表示装置は、さらに、第２参照電圧を供給する第
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４電源線と、前記コンデンサの第２電極と前記第４電源線との間に設けられた第２コンデ
ンサとを備え、前記第２コンデンサは、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に前
記駆動素子のソース電位を記憶するものである。
【００５１】
　本態様によると、前記コンデンサの第２電極と前記第４電源線との間に第２コンデンサ
を設け、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に前記駆動素子のソース電位を前記
第２コンデンサに記憶させる。これにより、前記第２コンデンサには定常状態における駆
動素子のソース電位を記憶させ、その後に前記第３スイッチング素子をＯＦＦにしても、
前記コンデンサの第２電極の電位が確定するので、前記駆動素子のゲート電圧が確定され
る。また、前記駆動素子のソース電圧は定常状態にあるので、前記第２コンデンサは前記
駆動素子のゲート－ソース間電圧を安定させることになる。
【００５２】
　また、請求項１４に記載の態様の画像表示装置は、請求項１～１３のうちいずれか１項
に記載の画像表示装置において、前記発光素子は、有機ＥＬ発光素子である。
【００５３】
　本態様によると、前記発光素子を有機ＥＬ発光素子としてもよい。
【００５４】
　また、請求項１５に記載の態様の画像表示装置の制御方法は、発光素子と、電圧を保持
するコンデンサと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前
記発光素子の第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電
流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、第１電極が前
記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、前記駆動素子のドレイン電極の
電位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２
電源線と、前記コンデンサの第１電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線
と、前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源
線と、前記コンデンサの第１電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子
と、前記コンデンサの第２電極に信号電圧を供給するデータ線と、一方の端子が前記デー
タ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電極に電気的に接続され、
前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ
ング素子と、前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを接続するための第
３スイッチング素子とを備えた画像表示装置の制御方法であって、前記第３スイッチング
素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチング素子を
ＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持させる第１ステップと、前
記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング素子
及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮさせる第２
ステップと、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前記
駆動素子のソース電位を保持させる第３ステップと、を含むものである。
【００５５】
　また、請求項１６に記載の態様の画像表示装置の制御方法は、発光素子と、電圧を保持
するコンデンサと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、ソース電極が前
記発光素子の第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電
流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子と、第１電極が前
記コンデンサの第２電極に接続された第２コンデンサと、前記駆動素子のドレイン電極の
電位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２
電源線と、前記コンデンサの第２電極の電圧値を規定する参照電圧を供給する第３電源線
と、前記第２コンデンサの第２電極の電圧値を規定する第２参照電圧を供給する第４電源
線と、前記コンデンサの第２電極に前記参照電圧を設定するための第１スイッチング素子
と、前記コンデンサの第１電極に信号電圧を供給するデータ線と、一方の端子が前記デー
タ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第１電極に電気的に接続され、
前記データ線と前記コンデンサの第１電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ
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ング素子と、前記発光素子の第１電極と、前記コンデンサの第２電極とを接続するための
第３スイッチング素子とを備えた画像表示装置の制御方法であって、前記第３スイッチン
グ素子をＯＦＦしている間に、前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチング素子
をＯＮして前記信号電圧に対応する電圧を前記コンデンサに保持させる第１ステップと、
前記信号電圧に対応する電圧が前記コンデンサに保持された後、前記第１スイッチング素
子及び前記第２スイッチング素子をＯＦＦして前記第３スイッチング素子をＯＮさせる第
２ステップと、前記第３スイッチング素子がＯＮしている間に、前記第２コンデンサに前
記駆動素子のソース電位を保持させる第３ステップと、を含むものである。
【００５６】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を図に基づき説明する。なお、以下では、全ての図
を通じて同一又は相当する要素には同じ符号を付して、その重複する説明を省略する。
【００５７】
　（実施の形態１）
　本実施の形態における画像表示装置は、マトリクス状に配置された複数の発光画素を備
え、各発光画素は、発光素子と、コンデンサと、ゲートが当該コンデンサの第１電極に接
続されソースが発光素子に接続された駆動素子と、当該駆動素子のソースと当該コンデン
サの第２電極との導通及び非導通を切り換える第３スイッチング素子と、参照電源線と当
該コンデンサの第１電極との導通及び非導通を切り換える第１スイッチング素子と、デー
タ線と当該コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチング素子
とを備える。以上の構成により、上記コンデンサの両端電極に、信号電圧に対応した正確
な電位を記録することが可能となる。よって、映像信号を反映した高精度な画像表示をす
ることが可能となる。
【００５８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００５９】
　図１は、本発明の画像表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。同図における
画像表示装置１は、制御回路２と、メモリ３と、走査線駆動回路４と、信号線駆動回路５
と、表示部６とを備える。
【００６０】
　また、図２は、本発明の実施の形態１に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、スイッチングトラン
ジスタ１１、１２及び１９と、静電保持容量１３と、駆動トランジスタ１４と、有機ＥＬ
素子１５と、信号線１６と、走査線１７及び１８と、参照電源線２０と、正電源線２１と
、負電源線２２とを備える。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、信号線駆動回路５
とを備える。
【００６１】
　図１及び図２に記載された構成要素について、以下、その接続関係および機能を説明す
る。
【００６２】
　制御回路２は、走査線駆動回路４、信号線駆動回路５、及びメモリ３の制御を行う機能
を有する。メモリ３には、各発光画素の補正データなどが記憶されており、制御回路２は
、メモリ３に書き込まれた補正データを読み出し、外部から入力された映像信号を、その
補正データに基づいて補正して、信号線駆動回路５へと出力する。
【００６３】
　走査線駆動回路４は、走査線１７及び１８に接続されており、走査線１７及び１８に走
査信号を出力することにより、発光画素１０の有するスイッチングトランジスタ１１、１
２及び１９の導通・非導通を制御する機能を有する駆動回路である。
【００６４】
　信号線駆動回路５は、信号線１６に接続されており、映像信号に基づいた信号電圧を発
光画素１０へ出力する機能を有する駆動回路である。
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【００６５】
　表示部６は、複数の発光画素１０を備え、外部から画像表示装置１へ入力された映像信
号に基づいて画像を表示する。
【００６６】
　スイッチングトランジスタ１１は、ゲートが第２走査線である走査線１７に接続され、
ソース及びドレインの一方がデータ線である信号線１６に接続され、ソース及びドレイン
の他方が静電保持容量１３の第２電極である電極１３２に接続された第２スイッチング素
子である。スイッチングトランジスタ１１は、信号線１６の信号電圧を静電保持容量１３
の電極１３２に印加するタイミングを決定する機能を有する。
【００６７】
　スイッチングトランジスタ１２は、ゲートが第１走査線である走査線１７に接続され、
ソース及びドレインの一方が第１参照電源線である参照電源線２０に接続され、ソース及
びドレインの他方が静電保持容量１３の第１電極である電極１３１に接続された第１スイ
ッチング素子である。スイッチングトランジスタ１２は、参照電源線２０の参照電圧ＶＲ
ＥＦを静電保持容量１３の電極１３１に印加するタイミングを決定する機能を有する。ス
イッチングトランジスタ１１及び１２は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ
）で構成される。
【００６８】
　なお、前記第１走査線及び前記第２走査線を共通の走査線１７とすることで、スイッチ
ングトランジスタを制御する走査線の本数を削減できるので、回路構成を簡素化できる。
【００６９】
　静電保持容量１３は、第１電極である電極１３１が駆動トランジスタ１４のゲートに接
続され、第２電極である電極１３２がスイッチングトランジスタ１９を介して駆動トラン
ジスタ１４のソースに接続されたコンデンサである。静電保持容量１３は、信号線１６か
ら供給された信号電圧に対応した電圧を保持し、例えば、スイッチングトランジスタ１１
及び１２がオフ状態となった後に、駆動トランジスタ１４のゲート・ソース電極間電位を
安定的に保持し、駆動トランジスタ１４から有機ＥＬ素子１５へ供給する電流を安定化す
る機能を有する。
【００７０】
　駆動トランジスタ１４は、ドレインが第２電源線である正電源線２１に接続され、ソー
スが有機ＥＬ素子１５のアノードに接続された駆動素子である。駆動トランジスタ１４は
、ゲート－ソース間に印加された信号電圧に対応した電圧を、当該信号電圧に対応したド
レイン電流に変換する。そして、このドレイン電流を信号電流として有機ＥＬ素子１５に
供給する。駆動トランジスタ１４は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で
構成される。
【００７１】
　有機ＥＬ素子１５は、カソードが第２電源線である負電源線２２に接続された発光素子
であり、駆動トランジスタ１４により上記信号電流が流れることにより発光する。
【００７２】
　スイッチングトランジスタ１９は、ゲートが第３走査線である走査線１８に接続され、
ソース及びドレインの一方が駆動トランジスタ１４のソースに接続され、ソース及びドレ
インの他方が静電保持容量１３の電極１３２に接続された第３スイッチング素子である。
スイッチングトランジスタ１９は、静電保持容量１３に保持された電位を駆動トランジス
タ１４のゲート・ソース電極間に印加するタイミングを決定する機能を有する。スイッチ
ングトランジスタ１９は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される
。
【００７３】
　信号線１６は、信号線駆動回路５に接続され、発光画素１０を含む画素列に属する各発
光画素へ接続され、発光強度を決定する信号電圧を供給する機能を有する。
【００７４】
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　また、画像表示装置１は、画素列数分の信号線１６を備える。
【００７５】
　走査線１７は、第１走査線及び第２走査線であり、走査線駆動回路４に接続され、発光
画素１０を含む画素行に属する各発光画素に接続されている。これにより、走査線１７は
、発光画素１０を含む画素行に属する各発光画素へ上記信号電圧を書き込むタイミングを
供給する機能、及び当該発光画素の有する駆動トランジスタ１４のゲートに参照電圧ＶＲ
ＥＦを印加するタイミングを供給する機能を有する。
【００７６】
　走査線１８は、第３走査線であり、走査線駆動回路４に接続されている。これにより、
走査線１８は、静電保持容量１３の電極１３２の電位を駆動トランジスタ１４のソースに
印加するタイミングを供給する機能を有する。
【００７７】
　また、画像表示装置１は、画素行数分の走査線１７及び１８を備える。
【００７８】
　なお、図１、図２には記載されていないが、参照電源線２０、第１電源線である正電源
線２１及び第２電源線である負電源線２２は、それぞれ、他の発光画素にも接続されてお
り電圧源に接続されている。
【００７９】
　次に、本実施の形態に係る画像表示装置１の制御方法について図３Ａ～図５Ｂを用いて
説明する。
【００８０】
　図３Ａは、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の制御方法の動作タイミングチャ
ートである。同図において、横軸は時間を表している。また縦方向には、上から順に、走
査線１７、走査線１８、及び信号線１６に発生する電圧の波形図が示されている。また、
図４は、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の動作フローチャートである。
【００８１】
　まず、時刻ｔ０において、走査線駆動回路４は、走査線１８の電圧レベルをＨＩＧＨか
らＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１９をオフ状態とする。これにより、駆
動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２とは非導通となる（図４の
Ｓ１１）。なお、本実施の形態において、例えば、走査線１８の電圧レベルのＨＩＧＨは
＋２０Ｖ、ＬＯＷは－１０Ｖに設定されている。
【００８２】
　次に、時刻ｔ１において、走査線駆動回路４は、走査線１７の電圧レベルをＬＯＷから
ＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１１及び１２をオン状態とする。図５Ａ
は、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の信号電圧書き込み時における画素回路の
導通状態を表す図である。同図に記載されているように、静電保持容量１３の電極１３１
には参照電源線２０の参照電圧ＶＲＥＦが印加され、電極１３２には信号線１６より信号
電圧Ｖｄａｔａが印加される（図４のＳ１２）。つまり、ステップＳ１２では、発光画素
１０に印加すべき信号電圧に対応した電荷を静電保持容量１３に保持させている。
【００８３】
　また、駆動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２とは、ステップ
Ｓ１１の動作により非導通となっている。さらに、参照電源線２０の参照電圧ＶＲＥＦは
、駆動トランジスタ１４のゲートに印加されるが、駆動トランジスタ１４がオフ状態とな
る電位に設定されている。よって、このとき、駆動トランジスタ１４のソース－ドレイン
電流は流れないので、有機ＥＬ素子１５は発光しない。なお、本実施の形態において、例
えば、走査線１７の電圧レベルのＨＩＧＨは＋２０Ｖ、ＬＯＷは－１０Ｖに設定されてい
る。また、ＶＲＥＦは０Ｖに、Ｖｄａｔａは－５Ｖ～０Ｖに設定されている。
【００８４】
　時刻ｔ１～時刻ｔ２の期間、走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので、発光画素
１０の電極１３２には信号線１６から信号電圧Ｖｄａｔａが印加され、同様に、発光画素
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１０を含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給される。
【００８５】
　この期間において、参照電源線２０には容量性負荷のみが接続されているので、定常電
流による電圧降下は発生しない。またスイッチングトランジスタ１２のドレイン－ソース
間に発生する電位差は、静電保持容量１３の充電が完了した際は０Ｖとなる。信号線１６
とスイッチングトランジスタ１１についても同様である。よって、静電保持容量１３の電
極１３１及び電極１３２には、それぞれ、信号電圧に対応した正確な電位ＶＲＥＦ及びＶ
ｄａｔａが書き込まれる。
【００８６】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路４は、走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨか
らＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１１及び１２をオフ状態とする。これに
より、静電保持容量１３の電極１３１と参照電源線２０とは非導通となり、かつ、静電保
持容量１３の電極１３２と信号線１６とは非導通となる（図４のＳ１３）。
【００８７】
　次に、時刻ｔ３において、走査線駆動回路４は、走査線１８の電圧レベルをＬＯＷから
ＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１９をオン状態とする。図５Ｂは、本発
明の実施の形態１に係る画像表示装置の発光時における画素回路の導通状態を表す図であ
る。同図に記載されているように、駆動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の
電極１３２とは導通する（図４のＳ１４）。また、静電保持容量１３の電極１３１は、参
照電源線２０と遮断され、電極１３２は信号線１６と遮断されている。よって、駆動トラ
ンジスタ１４のゲート電位はソース電位の変動と共に変化し、かつ、ゲート－ソース間に
は、静電保持容量１３の両端電圧である（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）が印加されるので、こ
の（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）に対応した信号電流が有機ＥＬ素子１５に流れる。なお、本
実施の形態において、例えば、駆動トランジスタ１４のソース電位はスイッチングトラン
ジスタ１９の導通により、０Ｖから１０Ｖに変化する。また、正電源線の電圧ＶＤＤは＋
２０Ｖ、負電源線の電圧ＶＥＥは０Ｖに設定されている。
【００８８】
　時刻ｔ３～時刻ｔ４の期間、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧であ
る（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）が印加され続け、上記信号電流が流れることにより有機ＥＬ
素子１５は発光を持続する。
【００８９】
　ｔ０～ｔ４の期間は、画像表示装置１の有する全発光画素の発光強度が更新される１フ
レーム期間に相当し、ｔ４以降においてもｔ０～ｔ４の期間の動作が繰り返される。
【００９０】
　図３Ｂは、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置の制御方法の変形例を示す動作タ
イミングチャートである。
【００９１】
　まず、時刻ｔ１０において、走査線駆動回路４は、実施の形態１における図３Ａに記載
された時刻ｔ０での動作と、図３Ａに記載された時刻ｔ１での動作とを同時に実行する（
図４のＳ１１とＳ１２）。つまり、駆動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の
電極１３２とが非導通となり、同時に、静電保持容量１３の電極１３１には参照電圧ＶＲ
ＥＦが印加され、電極１３２には信号電圧Ｖｄａｔａが印加される。
【００９２】
　時刻ｔ１０～時刻ｔ１１の期間では、実施の形態１における図３Ａに記載された時刻ｔ
１～時刻ｔ２の期間と同様の状態が実現される。走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであ
るので、発光画素１０の電極１３２には信号線１６から信号電圧Ｖｄａｔａが印加され、
同様に、発光画素１０を含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給される。
【００９３】
　この期間において、参照電源線２０には容量性負荷のみが接続されているので、定常電
流による電圧降下は発生しない。またスイッチングトランジスタ１２のドレイン－ソース
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間に発生する電位差は、静電保持容量１３の充電が完了した際は０Ｖとなる。信号線１６
とスイッチングトランジスタ１１についても同様である。よって、静電保持容量１３の電
極１３１及び電極１３２には、それぞれ、信号電圧に対応した正確な電位ＶＲＥＦ及びＶ
ｄａｔａが書き込まれる。
【００９４】
　次に、時刻ｔ１１において、走査線駆動回路４は、実施の形態１における図３Ａに記載
された時刻ｔ２での動作と、図３Ａに記載された時刻ｔ３での動作とを同時に実行する（
図４のＳ１３とＳ１４）。つまり、静電保持容量１３の電極１３１と参照電源線２０とは
非導通となり、静電保持容量１３の電極１３２と信号線１６とは非導通となり、駆動トラ
ンジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２とは導通する。このとき、駆動ト
ランジスタ１４のゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧である（ＶＲＥＦ
－Ｖｄａｔａ）が印加されるので、この（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）に対応した信号電流が
有機ＥＬ素子１５に流れる。
【００９５】
　時刻ｔ１１～時刻ｔ１２の期間、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧
である（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）が印加され続け、上記信号電流が流れることにより有機
ＥＬ素子１５は発光を持続する。
【００９６】
　ｔ１０～ｔ１２の期間は、画像表示装置１の全発光画素の発光強度が更新される１フレ
ーム期間に相当し、ｔ１２以降においてもｔ１０～ｔ１２の期間の動作が繰り返される。
【００９７】
　以上のように、本発明の実施の形態１に係る画像表示装置およびその制御方法によれば
、駆動トランジスタに流れる電流は、常に発光素子経由のみとなるので、電源線及び信号
線には定常電流は流れない。よって、駆動トランジスタのゲート－ソース間に印加すべき
電圧を保持する機能を有する静電保持容量の両端電極に、正確な電位を記録することがで
き、映像信号を反映した高精度な画像表示をすることが可能となる。
【００９８】
　なお、本実施の形態において、図３Ａに記載された動作タイミングでは、走査線１８の
時刻ｔ３及び時刻ｔ４におけるタイミングを、走査線１７のタイミングと独立に制御する
ことにより、１フレーム期間内における発光時間、つまりＤｕｔｙ制御を任意に調整する
ことができる。一方、図３Ｂに記載された動作タイミングでは、走査線１７及び１８は連
動する。よって、走査線制御回路が簡素になるため回路規模を小さくすることができ、ス
イッチングトランジスタ１１および前記スイッチングトランジスタ１２がｎ（ｐ）型であ
り、前記スイッチングトランジスタ１９がｐ（ｎ）型である場合には、走査線１７および
１８を同一配線として走査線駆動回路４の出力本数を削減できるが、上記Ｄｕｔｙ制御は
不可能であり１フレーム期間内において１００％発光を持続する。
【００９９】
　（実施の形態２）
　本実施の形態における画像表示装置は、マトリクス状に配置された複数の発光画素を備
え、各発光画素は、発光素子と、コンデンサと、ゲートが当該コンデンサの第１電極に接
続されソースが発光素子に接続された駆動素子と、当該駆動素子のソースと当該コンデン
サの第２電極との導通及び非導通を切り換える第３スイッチング素子と、参照電源線と当
該コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第１スイッチング素子と、デー
タ線と当該コンデンサの第１電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチング素子
とを備える。以上の構成により、上記コンデンサの両端電極に、信号電圧に対応した正確
な電位を記録することが可能となる。よって、映像信号を反映した高精度な画像表示をす
ることが可能となる。
【０１００】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【０１０１】
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　図６は、本発明の実施の形態２に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びその周辺
回路との接続を示す図である。同図における発光画素３０は、スイッチングトランジスタ
１９、３１及び３２と、静電保持容量１３と、駆動トランジスタ１４と、有機ＥＬ素子１
５と、信号線１６と、走査線１７及び１８と、参照電源線２０と、正電源線２１と、負電
源線２２とを備える。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、信号線駆動回路５とを備
える。
【０１０２】
　本実施の形態に係る発光画素３０は、実施の形態１に係る発光画素１０と比較して、静
電保持容量１３の両端電極へのスイッチングトランジスタの接続のみが構成として異なる
。
【０１０３】
　図６に記載された構成要素について、図２に記載された実施の形態１に係る構成要素と
同じ点は説明を省略し、以下、異なる点についてのみ、その接続関係および機能を説明す
る。
【０１０４】
　走査線駆動回路４は、走査線１７及び１８に接続されており、走査線１７及び１８に走
査信号を出力することにより、発光画素３０の有するスイッチングトランジスタ１９、３
１及び３２の導通・非導通を制御する機能を有する駆動回路である。
【０１０５】
　信号線駆動回路５は、信号線１６に接続されており、映像信号に基づいた信号電圧を発
光画素３０へ出力する機能を有する駆動回路である。
【０１０６】
　スイッチングトランジスタ３１は、ゲートが第２走査線である走査線１７に接続され、
ソース及びドレインの一方がデータ線である信号線１６に接続され、ソース及びドレイン
の他方が静電保持容量１３の電極１３１に接続された第２スイッチング素子である。スイ
ッチングトランジスタ３１は、信号線１６の信号電圧を静電保持容量１３の電極１３１に
印加するタイミングを決定する機能を有する。
【０１０７】
　スイッチングトランジスタ３２は、ゲートが第１走査線である走査線１７に接続され、
ソース及びドレインの一方が参照電源線２０に接続され、ソース及びドレインの他方が静
電保持容量１３の電極１３２に接続された第１スイッチング素子である。スイッチングト
ランジスタ３２は、参照電源線２０の参照電圧ＶＲＥＦを静電保持容量１３の電極１３２
に印加するタイミングを決定する機能を有する。スイッチングトランジスタ３１及び３２
は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１０８】
　静電保持容量１３は、信号線１６から供給された信号電圧に対応した電荷を保持し、例
えば、スイッチングトランジスタ３１及び３２がオフ状態となった後に、駆動トランジス
タ１４のゲート・ソース電極間電位を安定的に保持し、駆動トランジスタ１４から有機Ｅ
Ｌ素子１５へ供給する電流を安定化する機能を有するコンデンサである。
【０１０９】
　信号線１６は、信号線駆動回路５に接続され、発光画素３０を含む画素列に属する各発
光画素へ接続され、発光強度を決定する信号電圧を供給する機能を有する。
【０１１０】
　また、実施の形態２に係る画像表示装置は、画素列数分の信号線１６を備える。
【０１１１】
　走査線１７は、発光画素３０を含む画素行に属する各発光画素へ上記信号電圧を書き込
むタイミングを供給する機能、及び当該発光画素の有する駆動トランジスタ１４のゲート
に参照電圧ＶＲＥＦを印加するタイミングを供給する機能を有する。
【０１１２】
　次に、本実施の形態に係る画像表示装置の制御方法について図３Ａ及び図７を用いて説
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明する。
【０１１３】
　図３Ａは、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置の制御方法の動作タイミングチャ
ートである。また、図７は、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置の動作フローチャ
ートである。
【０１１４】
　まず、時刻ｔ０において、走査線駆動回路４は、走査線１８の電圧レベルをＨＩＧＨか
らＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１９をオフ状態とする。これにより、駆
動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の第２電極である電極１３２とは非導通
となる（図７のＳ２１）。なお、本実施の形態において、例えば、走査線１８の電圧レベ
ルのＨＩＧＨは＋２０Ｖ、ＬＯＷは－１０Ｖに設定されている。
【０１１５】
　次に、時刻ｔ１において、走査線駆動回路４は、走査線１７の電圧レベルをＬＯＷから
ＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ３１及び３２をオン状態とする。このと
き、静電保持容量１３の第１電極である電極１３１には信号線１６より信号電圧Ｖｄａｔ
ａが印加され、電極１３２には参照電源線２０の参照電圧ＶＲＥＦが印加される（図７の
Ｓ２２）。つまり、ステップＳ２２では、発光画素３０に印加すべき信号電圧に対応した
電荷を静電保持容量１３に保持させている。
【０１１６】
　また、駆動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２とは、ステップ
Ｓ２１の動作により非導通となっている。信号線１６の最大電位ＶＤＨは、駆動トランジ
スタ１４のゲートに印加されると駆動トランジスタ１４がオフ状態となる電位に設定され
ている。よって、このとき、駆動トランジスタ１４のソース－ドレイン電流は流れないの
で、有機ＥＬ素子１５は発光しない。なお、本実施の形態において、例えば、ＶＲＥＦは
０Ｖに、Ｖｄａｔａは－５Ｖ（ＶＤＨ）～０Ｖ、ＶＤＤは＋２０Ｖ、ＶＥＥは０Ｖに設定
されている。
【０１１７】
　さらに、参照電源線２０の電位ＶＲＥＦは、後述するステップＳ２４における駆動トラ
ンジスタ１４のゲート－ソース間電圧が（ＶＤＨ－ＶＲＥＦ）のときに、有機ＥＬ素子１
５に最大の信号電流値を供給できるように最大信号電位ＶＤＨが調整されている。
【０１１８】
　時刻ｔ１～時刻ｔ２の期間、走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので、発光画素
３０の電極１３１には信号線１６から信号電圧Ｖｄａｔａが印加され、同様に、発光画素
３０を含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給される。
【０１１９】
　この期間において、静電保持容量１３の電極１３１及び電極１３２は、有機ＥＬ素子１
５に電流供給する正電源線２１、負電源線２２及び有機ＥＬ素子１５のアノードと切り離
されている。よって、参照電源線２０には容量性負荷のみが接続されているので、定常電
流による電圧降下は発生しない。またスイッチングトランジスタ３２のドレイン－ソース
間に発生する電位差は、静電保持容量１３の充電が完了した際は０Ｖとなる。信号線１６
とスイッチングトランジスタ３１についても同様である。これにより、静電保持容量１３
の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、信号電圧に対応した正確な電圧Ｖｄａｔａ
及びＶＲＥＦが書き込まれる。
【０１２０】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路４は、走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨか
らＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ３１及び３２をオフ状態とする。これに
より、静電保持容量１３の電極１３１と信号線１６とは非導通となり、かつ、静電保持容
量１３の電極１３２と参照電源線２０とは非導通となる（図７のＳ２３）。
【０１２１】
　次に、時刻ｔ３において、走査線駆動回路４は、走査線１８の電圧レベルをＬＯＷから
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ＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１９をオン状態とする。このとき、駆動
トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２とは導通する（図７のＳ２４
）。また、静電保持容量１３の電極１３１は信号線１６と遮断され、電極１３２は参照電
源線２０と遮断されている。よって、駆動トランジスタ１４のゲート電位は変化し、かつ
、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧である（Ｖｄａｔａ－ＶＲＥＦ）
の電位差が印加されるので、この（Ｖｄａｔａ－ＶＲＥＦ）に対応した信号電流が有機Ｅ
Ｌ素子１５に流れる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動トランジスタ１４のソ
ース電位はスイッチングトランジスタ１９の導通により、＋２Ｖから＋１０Ｖに変化する
。また、正電源線の電圧ＶＤＤは＋２０Ｖ、負電源線の電圧ＶＥＥは０Ｖに設定されてい
る。
【０１２２】
　時刻ｔ３～時刻ｔ４の期間、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧であ
る（Ｖｄａｔａ－ＶＲＥＦ）が印加され続け、上記信号電流が流れることにより有機ＥＬ
素子１５は発光を持続する。
【０１２３】
　ｔ０～ｔ４の期間は、全発光画素の発光強度が更新される１フレーム期間に相当し、ｔ
４以降においてもｔ０～ｔ４の期間の動作が繰り返される。
【０１２４】
　図３Ｂは、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置の制御方法の変形例を示す動作タ
イミングチャートである。
【０１２５】
　まず、時刻ｔ１０において、走査線駆動回路４は、実施の形態２における図３Ａに記載
された時刻ｔ０での動作と、図３Ａに記載された時刻ｔ１での動作とを同時に実行する（
図７のＳ２１とＳ２２）。つまり、駆動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の
電極１３２とが非導通となり、同時に、静電保持容量１３の電極１３１には信号電圧Ｖｄ
ａｔａが印加され、電極１３２には参照電圧ＶＲＥＦが印加される。
【０１２６】
　時刻ｔ１０～時刻ｔ１１の期間では、実施の形態２における図３Ａに記載された時刻ｔ
１～時刻ｔ２の期間と同様の状態が実現される。走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであ
るので、発光画素３０の電極１３１には信号線１６から信号電圧Ｖｄａｔａが印加され、
同様に、発光画素３０を含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給される。
【０１２７】
　この期間において、参照電源線２０には容量性負荷のみが接続されているので、定常電
流による電圧降下は発生しない。またスイッチングトランジスタ３２のドレイン－ソース
間に発生する電位差は、静電保持容量１３の充電が完了した際は０Ｖとなる。信号線１６
とスイッチングトランジスタ３１についても同様である。よって、静電保持容量１３の電
極１３１及び電極１３２には、それぞれ、信号電圧に対応した正確な電位Ｖｄａｔａ及び
ＶＲＥＦが書き込まれる。
【０１２８】
　次に、時刻ｔ１１において、走査線駆動回路４は、実施の形態２における図３Ａに記載
された時刻ｔ２での動作と、図３Ａに記載された時刻ｔ３での動作とを同時に実行する（
図７のＳ２３とＳ２４）。つまり、静電保持容量１３の電極１３１と信号線１６とは非導
通となり、静電保持容量１３の電極１３２と参照電源線２０とは非導通となり、駆動トラ
ンジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２とは導通する。このとき、駆動ト
ランジスタ１４のゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧である（Ｖｄａｔ
ａ－ＶＲＥＦ）が印加されるので、この（Ｖｄａｔａ－ＶＲＥＦ）に対応した信号電流が
有機ＥＬ素子１５に流れる。
【０１２９】
　時刻ｔ１１～時刻ｔ１２の期間、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧
である（Ｖｄａｔａ－ＶＲＥＦ）が印加され続け、上記信号電流が流れることにより有機
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ＥＬ素子１５は発光を持続する。
【０１３０】
　ｔ１０～ｔ１２の期間は、全発光画素の発光強度が更新される１フレーム期間に相当し
、ｔ１２以降においてもｔ１０～ｔ１２の期間の動作が繰り返される。
【０１３１】
　図３Ｂに記載された動作タイミングでは、走査線１７及び１８は連動する。よって、走
査線制御回路が簡素になるため回路規模を小さくすることができ、スイッチングトランジ
スタ３１およびスイッチングトランジスタ３２がｎ（ｐ）型であり、前記スイッチングト
ランジスタ１９がｐ（ｎ）型である場合には、走査線１７および１８を同一配線として走
査線駆動回路４の出力本数を削減できる。
【０１３２】
　以上のように、本発明の実施の形態２に係る画像表示装置およびその制御方法によれば
、駆動トランジスタに流れる電流は常に発光素子経由のみとなるので、電源線及び信号線
には定常電流は流れない。よって、駆動トランジスタのゲート－ソース間の電圧を保持す
る機能を有する静電保持容量の両端電極に、正確な電位を記録することができ、映像信号
を反映した高精度な画像表示をすることが可能となる。
【０１３３】
　（実施の形態３）
　本実施の形態における画像表示装置は、マトリクス状に配置された複数の発光画素を備
え、各発光画素は、発光素子と、コンデンサと、ゲートが当該コンデンサの第１電極に接
続されソースが発光素子に接続された駆動素子と、当該駆動素子のソースと当該コンデン
サの第２電極との導通及び非導通を切り換える第３スイッチング素子と、第１参照電源線
と当該コンデンサの第１電極との導通及び非導通を切り換える第１スイッチング素子と、
データ線と当該コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチング
素子と、当該コンデンサの第２電極と第２参照電源線との間に接続された第２コンデンサ
とを備える。以上の構成により、上記コンデンサの両端電極に、信号電圧に対応した正確
な電位を保持することが可能となるとともに、第３スイッチング素子のオン・オフ状態に
よらず安定な発光が実現される。
【０１３４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【０１３５】
　図８は、本発明の実施の形態３に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びその周辺
回路との接続を示す図である。同図における発光画素４０は、スイッチングトランジスタ
１１、１２及び１９と、静電保持容量１３及び４１と、駆動トランジスタ１４と、有機Ｅ
Ｌ素子１５と、信号線１６と、走査線１７及び１８と、参照電源線２０と、正電源線２１
と、負電源線２２とを備える。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、信号線駆動回路
５とを備える。
【０１３６】
　本実施の形態に係る発光画素４０は、実施の形態１に係る発光画素１０と比較して、静
電保持容量１３の電極１３２と参照電源線２０との間に静電保持容量４１が接続されてい
ることのみが構成として異なる。
【０１３７】
　図８に記載された構成要素について、図２に記載された実施の形態１に係る構成要素と
同じ点は説明を省略し、以下、異なる点についてのみ、その接続関係および機能を説明す
る。
【０１３８】
　静電保持容量４１は、静電保持容量１３の第２電極である電極１３２と第４電源線であ
る参照電源線２０との間に接続された第２コンデンサである。静電保持容量４１は、まず
、定常状態において駆動トランジスタ１４のソース電位を、スイッチングトランジスタ１
９が導通している状態で記憶する。その後、スイッチングトランジスタ１９がオフ状態と
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なっても、静電保持容量１３の電極１３２の電位が確定されるので駆動トランジスタ１４
のゲート電圧が確定される。一方、駆動トランジスタ１４のソース電位は既に定常状態で
あるので、静電保持容量４１は、結果的に駆動トランジスタ１４のゲート－ソース間電圧
を安定化させる機能を有する。
【０１３９】
　なお、静電保持容量４１は、スイッチングトランジスタ１２のソース及びドレインの一
方が接続されている第１電源線である参照電源線２０と異なる参照電源線に接続されてい
てもよい。例えば、正電源線ＶＤＤや負電源線ＶＥＥであっても良い。この場合、レイア
ウトの自由度が向上し、素子間のスペースをより広く確保することが可能になり、歩留ま
りが向上する。
【０１４０】
　一方、本実施の形態のように、上記参照電源が共通化されていることにより、参照電源
線の本数を削減することができるので、画素回路を簡略化することが可能となる。
【０１４１】
　次に、本実施の形態に係る画像表示装置の制御方法について図９及び図１０を用いて説
明する。
【０１４２】
　図９は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の制御方法の動作タイミングチャー
トである。また、図１０は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置の動作フローチャ
ートである。
【０１４３】
　まず、時刻ｔ２０において、走査線駆動回路４は、走査線１７の電圧レベルをＬＯＷか
らＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１１及び１２をオン状態とする。この
とき、静電保持容量１３の第１電極である電極１３１には参照電源線２０の参照電圧ＶＲ
ＥＦが印加され、第２電極である電極１３２には信号線１６より信号電圧Ｖｄａｔａが印
加される（図１０のＳ３１）。つまり、ステップＳ３１では、発光画素４０に印加すべき
信号電圧に対応した電荷を静電保持容量１３に保持させる。
【０１４４】
　時刻ｔ２０～時刻ｔ２１の期間、走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので、発光
画素４０の電極１３２には信号線１６から信号電圧Ｖｄａｔａが印加され、同様に、発光
画素４０を含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給される。
【０１４５】
　この期間において、参照電源線２０には容量性負荷のみが接続されているので、定常電
流による電圧降下は発生せず、スイッチングトランジスタ１２のドレイン－ソース間に発
生する電位差は、静電保持容量１３の充電が完了した際は０Ｖとなる。信号線１６とスイ
ッチングトランジスタ１１についても同様である。よって、静電保持容量１３の電極１３
１及び電極１３２には、それぞれ、信号電圧に対応した正確な電位ＶＲＥＦ及びＶｄａｔ
ａが書き込まれる。
【０１４６】
　次に、時刻ｔ２１において、走査線駆動回路４は、走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨ
からＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１１及び１２をオフ状態とする。これ
により、静電保持容量１３の電極１３１と参照電源線２０とは非導通となり、かつ、静電
保持容量１３の電極１３２と信号線１６とは非導通となる（図１０のＳ３２）。
【０１４７】
　時刻ｔ２１から微小時間経過したｔ２１’において、走査線駆動回路４は、走査線１８
の電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１９をオン状
態とする。これにより、駆動トランジスタ１４のソースと静電保持容量１３の電極１３２
とは導通する（図１０のＳ３２）。また、静電保持容量１３の電極１３１は、参照電源線
２０と遮断され、電極１３２は信号線１６と遮断されている。よって、駆動トランジスタ
１４のゲート電位は変化し、かつ、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電圧
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である（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）が印加されるので、この（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）に対
応した信号電流が有機ＥＬ素子１５に流れる。なお、本実施の形態において、駆動トラン
ジスタ１４のソース電位、正電源線の電圧ＶＤＤ、負電源線の電圧ＶＥＥは、例えば、実
施の形態１に記載された電圧値と同様である。
【０１４８】
　時刻ｔ２１’～時刻ｔ２２の期間、ゲート－ソース間には、静電保持容量１３の両端電
圧である（ＶＲＥＦ－Ｖｄａｔａ）が印加され続け、上記信号電流が流れることにより有
機ＥＬ素子１５は発光を持続する。
【０１４９】
　次に、時刻ｔ２２において、走査線駆動回路４は、走査線１８の電圧レベルをＨＩＧＨ
からＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１９をオフ状態とする（図１０のＳ３
３）。このとき、定常状態であれば、スイッチングトランジスタ１９がオフ状態となって
も、駆動トランジスタ１４のソース電位を静電保持容量４１が記憶している。よって、静
電保持容量１３の電極１３２の電位が確定され、結果的に電極１３１の電位、つまり駆動
トランジスタ１４のゲート電位が安定化される。一方、駆動トランジスタ１４のソース電
位は定常状態において一定であるので、駆動トランジスタ１４のゲート－ソース間電圧は
安定化される。つまり、定常状態においては、スイッチングトランジスタ１９のオン・オ
フの状態によらず、上記信号電流が安定化される。
【０１５０】
　上述した動作により、発光画素４０が１水平期間の時間で定常状態に到達するならば、
走査線１８の走査信号波形およびタイミングは、同列で後段の発光画素に接続された走査
線１７の走査信号波形およびタイミングと共通化することが可能となる。
【０１５１】
　図１１は、本発明の実施の形態３に係る表示部における発光画素の変形例を示す回路構
成及びその周辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０Ａは、スイッチ
ングトランジスタ１１Ａ、１２Ａ及び１９Ａと、静電保持容量１３Ａ及び４１Ａと、駆動
トランジスタ１４Ａと、有機ＥＬ素子１５Ａと、信号線１６と、走査線１７Ａ及び１７Ｂ
と、参照電源線２０と、正電源線２１と、負電源線２２とを備える。また、発光画素１０
Ｂは、スイッチングトランジスタ１１Ｂ、１２Ｂ及び１９Ｂと、静電保持容量１３Ｂ及び
４１Ｂと、駆動トランジスタ１４Ｂと、有機ＥＬ素子１５Ｂと、信号線１６と、走査線１
７Ｂ及び１７Ｃと、参照電源線２０と、正電源線２１と、負電源線２２とを備える。また
、周辺回路は、走査線駆動回路４と、信号線駆動回路５とを備える。
【０１５２】
　発光画素１０Ａ及び１０Ｂの回路構成および各回路構成要素の機能は、図８に記載され
た発光画素４０と同様であるので、説明を省略する。
【０１５３】
　発光画素１０Ｂは、発光画素１０Ａと同じ画素列で、かつ、発光画素１０Ａの一行後段
に配置されている。
【０１５４】
　発光画素１０Ａに接続された走査線１７Ｂは、発光画素１０Ｂにも接続されている。
【０１５５】
　次に、本実施の形態に係る画像表示装置の制御方法の変形例について図１２及び図１３
を用いて説明する。
【０１５６】
　図１２は、本発明の実施の形態３に係る画像表示装置における発光画素の制御方法の変
形例を示す動作タイミングチャートである。また、図１３は、本発明の実施の形態３に係
る画像表示装置の発光画素の変形例を示す動作フローチャートである。
【０１５７】
　まず、時刻ｔ３０において、走査線駆動回路４は、走査線１７Ａの電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１１Ａ及び１２Ａをオン状態とする
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。このとき、静電保持容量１３Ａの第１電極である電極１３１Ａには参照電源線２０の参
照電圧ＶＲＥＦが印加され、第２電極である電極１３２Ａには信号線１６より信号電圧Ｖ

Aｄａｔａが印加される（図１３のＳ４１）。
【０１５８】
　時刻ｔ３０～時刻ｔ３１の期間、走査線１７Ａの電圧レベルがＨＩＧＨであるので、画
素Ａである発光画素１０Ａの電極１３２Ａには信号線１６から信号電圧ＶAｄａｔａが印
加され、同様に、発光画素１０Ａを含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給
される。
【０１５９】
　この期間において、静電保持容量１３Ａには、信号電圧ＶAｄａｔａに対応した正確な
電位が書き込まれる。
【０１６０】
　次に、時刻ｔ３１において、走査線駆動回路４は、走査線１７Ａの電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１１Ａ及び１２Ａをオフ状態とする
。これにより、静電保持容量１３Ａの電極１３１Ａと参照電源線２０とは非導通となり、
かつ、静電保持容量１３Ａの電極１３２Ａと信号線１６とは非導通となる（図１３のＳ４
２）。
【０１６１】
　時刻ｔ３１から微小時間経過したｔ３１’において、走査線駆動回路４は、走査線１７
Ｂの電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１９Ａをオ
ン状態とする。これにより、駆動トランジスタ１４Ａのソースと静電保持容量１３Ａの電
極１３２Ａとは導通する（図１３のＳ４２）。また、静電保持容量１３Ａの電極１３１Ａ
は、参照電源線２０と遮断され、電極１３２Ａは信号線１６と遮断されている。よって、
駆動トランジスタ１４Ａのゲート電位は変化し、（ＶＲＥＦ－ＶAｄａｔａ）に対応した
信号電流が有機ＥＬ素子１５Ａに流れる。
【０１６２】
　また、時刻ｔ３１’において、走査線駆動回路４は、走査線１７Ｂの電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させることにより、画素Ｂである発光画素１０Ｂにおけるスイッチ
ングトランジスタ１１Ｂ及び１２Ｂをオン状態とする。このとき、静電保持容量１３Ｂの
第１電極である電極１３１Ｂには参照電源線２０の参照電圧ＶＲＥＦが印加され、第２電
極である電極１３２Ｂには信号線１６より信号電圧ＶBｄａｔａが印加される（図１３の
Ｓ４２）。
【０１６３】
　時刻ｔ３１～時刻ｔ３２の期間、走査線１７Ｂの電圧レベルがＨＩＧＨであるので、発
光画素１０Ｂの電極１３２Ｂには信号線１６から信号電圧ＶBｄａｔａが印加され、同様
に、発光画素１０Ｂを含む画素行に属する各発光画素に対し信号電圧が供給される。
【０１６４】
　この期間において、静電保持容量１３Ｂには、信号電圧ＶBｄａｔａに対応した正確な
電位が書き込まれる。
【０１６５】
　またこの期間、発光画素１０Ａにおける駆動トランジスタ１４Ａのゲート－ソース間に
は、静電保持容量１３Ａの両端電圧である（ＶＲＥＦ－ＶAｄａｔａ）が印加され続け、
駆動電流が流れることにより有機ＥＬ素子１５Ａは発光を持続する。
【０１６６】
　次に、時刻ｔ３２において、走査線駆動回路４は、走査線１７Ｂの電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１９Ａをオフ状態とする（図１３の
Ｓ４３）。このとき、スイッチングトランジスタ１９Ａがオフ状態となっても、駆動トラ
ンジスタ１４Ａのソース電位を静電保持容量４１Ａが記憶している。よって、駆動トラン
ジスタ１４Ａのゲート－ソース間電圧は安定化される。つまり、スイッチングトランジス
タ１９Ａのオン・オフの状態によらず、発光画素１０Ａの信号電流が安定化される。



(26) JP 4719821 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

【０１６７】
　また、時刻ｔ３２において、走査線１７Ｂの電圧レベルがＨＩＧＨからＬＯＷに変化す
ることにより、スイッチングトランジスタ１１Ｂ及び１２Ｂがオフ状態となる。これによ
り、静電保持容量１３Ｂの電極１３１Ｂと参照電源線２０とは非導通となり、かつ、静電
保持容量１３Ｂの電極１３２Ｂと信号線１６とは非導通となる（図１３のＳ４３）。
【０１６８】
　また、時刻ｔ３２から微小時間経過したｔ３２’において、走査線駆動回路４は、走査
線１７Ｃの電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１９
Ｂをオン状態とする。これにより、駆動トランジスタ１４Ｂのソースと静電保持容量１３
Ｂの電極１３２Ｂとは導通する（図１３のＳ４３）。また、静電保持容量１３Ｂの電極１
３１Ｂは、参照電源線２０と遮断され、電極１３２Ｂは信号線１６と遮断されている。よ
って、駆動トランジスタ１４Ｂのゲート電位は変化し、（ＶＲＥＦ－ＶBｄａｔａ）に対
応した駆動電流が有機ＥＬ素子１５Ｂに流れる。
【０１６９】
　時刻ｔ３２～時刻ｔ３３の期間、発光画素１０Ｂにおける駆動トランジスタ１４Ｂのゲ
ート－ソース間には、静電保持容量１３Ｂの両端電圧である（ＶＲＥＦ－ＶBｄａｔａ）
が印加され続け、駆動電流が流れることにより有機ＥＬ素子１５Ｂは発光を持続する。
【０１７０】
　次に、時刻ｔ３３において、走査線駆動回路４は、走査線１７Ｃの電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１９Ｂをオフ状態とする。このとき
、スイッチングトランジスタ１９Ｂがオフ状態となっても、駆動トランジスタ１４Ｂのソ
ース電位を静電保持容量４１Ｂが記憶している。よって、駆動トランジスタ１４Ｂのゲー
ト－ソース間電圧は安定化される。つまり、スイッチングトランジスタ１９Ｂのオン・オ
フの状態によらず、発光画素１０Ｂの信号電流が安定化される。
【０１７１】
　上述したｔ３０～ｔ３３の動作を、同列かつ後段である発光画素へと順次繰り返すこと
により、一定の遅延時間をもって行毎に発光することが可能となる。
【０１７２】
　以上のように、第２コンデンサである静電保持容量４１が発光画素１０へ配置されるこ
とにより、スイッチングトランジスタ１９のオン・オフ状態によらず安定発光が持続され
るので、画素列において隣接する発光画素間で走査線を共用することが可能となる。よっ
て、スイッチングトランジスタを制御する走査線の本数を削減することができるので、画
像表示装置としての回路構成を簡略化することが可能となる。また、上記走査信号を出力
する駆動回路の簡略化も実現できる。
【０１７３】
　以上のように、実施の形態１～３で述べた簡単な画素回路を構成することにより、ソー
ス接地動作するｎ型駆動ＴＦＴのゲート－ソース間に印加すべき電圧を保持するコンデン
サの両端電極に、信号電圧に対応した正確な電位を記録することが可能となる。よって、
映像信号を反映した高精度な画像表示をすることが可能となる。さらに、上記ｎ型駆動Ｔ
ＦＴのソース電位を記憶する第２コンデンサが配置されることにより、当該ｎ型駆動ＴＦ
Ｔのゲート－ソース間電圧は安定に保たれるので駆動電流の安定化、つまり安定な発光動
作が可能となる。
【０１７４】
　なお、本発明に係る画像表示装置は、上述した実施の形態に限定されるものではない。
実施の形態１～３およびそれらの変形例における任意の構成要素を組み合わせて実現され
る別の実施形態や、実施の形態１～３およびそれらの変形例に対して本発明の主旨を逸脱
しない範囲で当業者が思いつく各種変形を施して得られる変形例や、本発明に係る表示装
置を内蔵した各種機器も本発明に含まれる。
【０１７５】
　例えば、実施の形態２および実施の形態３を組み合わせた画素回路も、本発明に含まれ
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る。図１４は、本発明の実施の形態２及び３を組み合わせた発光画素の回路構成及びその
周辺回路との接続を示す図である。同図に記載された発光画素５０は、スイッチングトラ
ンジスタ１９、３１及び３２と、静電保持容量１３及び５１と、駆動トランジスタ１４と
、有機ＥＬ素子１５と、信号線１６と、走査線１７及び１８と、参照電源線２０と、正電
源線２１と、負電源線２２とを備える。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、信号線
駆動回路５とを備える。
【０１７６】
　発光画素５０は、図８に記載された実施の形態３に係る発光画素４０と比較して、静電
保持容量１３の両端電極へのスイッチングトランジスタの接続のみが構成として異なる。
【０１７７】
　静電保持容量５１は、静電保持容量１３の電極１３２と参照電源線２０との間に接続さ
れた第２コンデンサであり、実施の形態３の発光画素４０の有する静電保持容量４１と同
様に、駆動トランジスタ１４のゲート－ソース間電圧を安定化させる機能を有する。
【０１７８】
　よって発光画素５０の回路構成を有する表示部においても、図１１に記載されたような
隣接する発光画素間での走査線の共用化が実現できる。よって、実施の形態３と同様に、
スイッチングトランジスタを制御する走査線の本数を削減することができるので、画像表
示装置としての回路構成を簡略化することが可能となる。
【０１７９】
　なお、静電保持容量５１は、スイッチングトランジスタ３２のソース及びドレインの一
方が接続されている参照電源線２０と異なる参照電源線に接続されていてもよい。例えば
正電源線ＶＤＤや負電源線ＶＥＥであっても良い。この場合、レイアウトの自由度が向上
し、素子間のスペースをより広く確保することが可能になり、歩留まりが向上する。
【０１８０】
　なお、実施の形態１～３を通じて、スイッチングトランジスタ１２及び３２（第１スイ
ッチング素子）と、スイッチングトランジスタ１１及び３１（第２スイッチング素子）と
を同一の走査線１７にて同様に制御したが、当該第１スイッチング素子と当該第２スイッ
チング素子とをそれぞれ異なる走査線（第１走査線と第２走査線）にて、独立にオン・オ
フ制御してもよい。この場合、信号線１６から静電保持容量１３（コンデンサ）への信号
電圧の印加と、参照電源線２０から静電保持容量１３への参照電圧の印加とが独立にタイ
ミング制御される。これによっても、１フレーム内における発光のＤｕｔｙ制御を実行す
ることが可能となる。
【０１８１】
　なお、以上述べた実施の形態では、スイッチングトランジスタのゲートの電圧レベルが
ＨＩＧＨの場合にオン状態になるｎ型トランジスタとして記述しているが、これらをｐ型
トランジスタで形成し、走査線の極性を反転させた画像表示装置でも、上述した各実施の
形態と同様の効果を奏する。
【０１８２】
　また、本発明に係る実施の形態では、スイッチングトランジスタは、ゲート、ソース及
びドレインを有するＦＥＴであることを前提として説明してきたが、これらのトランジス
タには、ベース、コレクタ及びエミッタを有するバイポーラトランジスタが適用されても
よい。この場合にも、本発明の目的が達成され同様の効果を奏する。
【０１８３】
　また、例えば、本発明に係る表示装置は、図１５に記載されたような薄型フラットＴＶ
に内蔵される。本発明に係る画像表示装置が内蔵されることにより、映像信号を反映した
高精度な画像表示が可能な薄型フラットＴＶが実現される。
【産業上の利用可能性】
【０１８４】
　本発明は、特に、画素信号電流により画素の発光強度を制御することで輝度を変動させ
るアクティブ型の有機ＥＬフラットパネルディスプレイに有用である。
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【符号の説明】
【０１８５】
　１　　画像表示装置
　２　　制御回路
　３　　メモリ
　４　　走査線駆動回路
　５　　信号線駆動回路
　６　　表示部
　１０、１０Ａ、１０Ｂ、３０、４０、５０　　発光画素
　１１、１１Ａ、１１Ｂ、１２、１２Ａ、１２Ｂ、１９、１９Ａ、１９Ｂ、３１、３２　
　スイッチングトランジスタ
　１３、１３Ａ、１３Ｂ、４１、４１Ａ、４１Ｂ、５１　　静電保持容量
　１４、１４Ａ、１４Ｂ　　駆動トランジスタ
　１５、１５Ａ、１５Ｂ、５０５　　有機ＥＬ素子
　１６、５０６　　信号線
　１７、１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃ、１８　　走査線
　２０　　参照電源線
　２１　　正電源線
　２２　　負電源線
　１３１、１３１Ａ、１３１Ｂ、１３２、１３２Ａ、１３２Ｂ　　電極
　５００　　画素部
　５０１　　第１スイッチング素子
　５０２　　第２スイッチング素子
　５０３　　容量素子
　５０４　　ｎ型薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）
　５０７　　第１走査線
　５０８　　第２走査線
　５０９　　第３スイッチング素子
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